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鎌倉時代 歴史こぼれ話ミスター武士道が考察

平安末期の武士の本拠地は、流動的で移転も多かったといいます。
当時の武士たちは京都や国衙（役所）を中心に広域なネットワーク
を持っており、近隣の武士や京都の人々と姻戚関係をつくり交流し
ていました。そこへ鎌倉幕府ができたことで、交流の場の選択肢
に、新たに「鎌倉」が追加されました。鎌倉で、武士たちは飲み会の
ほか、すごろく大会を開いたり、白拍子の舞を観たりするなど、交流
を深めていたという記録が吾妻鏡の中に記されています。

鎌倉は武士たちの新たな交流の場
ミスター武士道Profile

［ 戦国BANASHI ］

https://www.youtube.com/c/sengokubanashi/featured

吾妻鏡には三代執権となる北条泰時が、二日酔いで辛い思いをし
たことが記されています。和田合戦の際、将軍・実朝を守るため軍
を率いた泰時ですが、前日の飲み会でお酒を飲みすぎてしまい、二
日酔いで調子が悪かったそうです。敵の和田義盛は、源平合戦から
侍所別当を務める百戦錬磨の武士。そんな大敵との戦に二日酔い
で臨むことになった泰時は禁酒することを神に誓いました。ところ
が、誓いを立てたその直後、合戦の最中に、のどの渇きを潤すた
め、勧められるままついお酒を飲んでしまったそうです。ただし、禁
酒をめぐるこのエピソードは、後世創作の説話かもしれません。

北条泰時は二日酔いを後悔して
禁酒を誓った!?

鎌倉幕府が成立する以前、武家の棟梁となれる家柄は複数ありま
した。内乱当初の頼朝も河内源氏の嫡流に属してはいましたが、謀
反人であったその立場はけっして安定したものでなく、ましてや武
家の棟梁の地位にあったわけでもありませんでした。摂津源氏の
源頼政や甲斐源氏の武田信義など、同じ河内源氏内にも木曽義仲
や源義経・範頼など、頼朝に互する、あるいはそれ以上の家柄はた
くさんありましたが、内乱のなかで頼朝が勝ち抜き、奥州合戦で平
泉藤原氏を滅ぼした段階で、すでに頼朝の嫡流の立場、そして武家
の棟梁という地位は確固たるものとなっていました。

源頼朝は最初から
「武家の棟梁」だったわけではない

1192年、源頼朝が征夷大将軍に任官した年、北条義時は二人目
の妻を迎えましたが、その馴れ初めが吾妻鏡に記されています。義
時は結婚までの1～2年の間、「当時権威無双の女房」「容顔甚だ美
麗」(幕府で働く女性の中でも比べる者がいないほど権威があり、
とても美人である。)と言われた『姫の前』に惚れてしまい、何度もラ
ブレターを送ったのですが、全然相手にされなかったそうです。 そ
れを見かねた頼朝が、義時に「絶対に別れないこと」を誓わせた上
で、二人の間を取り持ったということです。

一途な恋?
片思いを諦めなかった北条義時

北条政子が気性の激しい女性だったというイメージの根拠として
よく引き合いに出される話に、夫である源頼朝の愛人・亀の前が住
んでいた家を、破壊してしまったというエピソードがあります。この
出来事は「亀の前事件」と呼ばれ、政子に依頼されて家を破壊した
牧宗親が頼朝から厳罰を与えられ、頼朝の命令で亀の前に部屋を
貸していた伏見広綱も鎌倉から追放されてしまうなど、罪もない
人々が巻き添えとなる気の毒な事態となったそうです。
このようなエピソードがある一方で、政子は率先して恵まれない人
たちを救済するなど、愛情深い女性であり、御家人たちから支持さ
れていたという評価もあります。

北条政子は、鬼嫁だったのか？

日本の歴史系YouTuberとして2019年11月より
「戦国BANASHI」チャンネルをスタート。戦国
時代を中心に、歴史上の出来事を紹介・解説。
2022年には登録者数10万人を突破。年間100
冊以上の歴史書や学術書などを通して歴史を
学び、大河ドラマで描かれた人物や歴史の出来
事の解説なども行っている。

「十三人の合議制」構成員に選ばれ、
初代執権・時政を隠退させると、二
代執権として姉の政子と幕府の政治
の実権を握ります。1219 年、鎌倉
幕府の初代から三代にわたる源氏将
軍が途絶えると、鎌倉幕府の実質的
な支配者となりました。1221年に後
鳥羽上皇より北条義時追討の宣旨が
全国に発布されましたが、幕府軍は
朝廷を制圧。義時は幕府を勝利に導
きました。

1180 年、源頼朝は伊豆国で平家打倒の兵を挙げ、その後、源氏ゆか
りの鎌倉を本拠としました。はじめはわずかな兵からなる反乱軍では
ありましたが、瞬く間に勢力が大きくなり、そして新たな武士の政権
である鎌倉幕府を創り上げていきました。頼朝のもとには源氏の家人、
平家に反意を持つ人、京都から新天地を求めてやって来た貴族など、
さまざまな人が集まりました。そして彼らは、頼朝を鎌倉の主という
意味を込めて「鎌倉殿」と呼んでいたのです。
頼朝の死後、息子の頼家が鎌倉殿を継承します。しかし、その地位は
安定したものではなかったため、鎌倉殿を支えるために北条義時をは
じめとする「十三人の合議制」構成員が選ばれました。その後、鎌倉
幕府内で内部抗争が繰り広げられ、北条義時は鎌倉幕府の運営の実
質を担う執権に上りつめました。

13人とは、二代・源頼家時代にとられた政策「十三人の合議制」の構成員のこと。
鎌倉幕府を開いた源頼朝に仕えた有力者のうち、頼家を支えるために選ばれた重臣たちです。

鎌倉幕府創設に貢献し
た文士御家人で、京都
との交渉や鎌倉幕府の
整備に活躍。鎌倉殿の
政治を補佐するととも
に、和歌などの文化的
な活動も支えました。

頼朝の信頼が厚く、そ
の側近として権勢を振
るっていました。しかし
頼朝の死後、御家人ら
の弾劾により失脚、追
放されて一族とともに
滅ぼされてしまいます。

京都の下級貴族の養子
で幼少期を相模国で過
ごしたため流人時代の
頼朝と知り合い、京都
との人脈を活かして幕
府の対朝廷交渉で大き
な功績を果たしました。

娘の若狭局が頼家の側
室となって息子・一幡を
産むと権勢を強めまし
たが、その後は北条時
政により殺害され、北条
義時らに攻められた比
企一族も滅亡しました。

鎌倉幕府の初代征夷大
将軍。伊豆で北条時政
や北条義時らと平家打
倒の兵を挙げ、鎌倉を
本拠として関東を制圧
し、全国の武士を支配
する政権を開きました。

頼朝の挙兵にあたり相
模国（今の神奈川県）
や下総国（今の千葉県）
の武士たちを訪れて参
加を呼び掛け、幕府成
立後も頼朝に目を掛け
られていました。

北条政子、義時の父で
鎌倉幕府の初代執権で
したが、政子・義時と
対立して失脚、出家 (牧
氏の変 )し、退いた伊
豆で10 年を過ごした
後、亡くなりました。

伊豆国へ配流された頼
朝と結婚し、御台所とし
て頼朝を支えました。頼
家、実朝が相次いで暗
殺されると、四代将軍
九条頼経の後見となり、
尼将軍と称されました。

頼朝が鎌倉を拠点に定
めると初代侍所別当（長
官）に。頼朝の死後、
北条義時の挑発を受け
て挙兵に追い込まれ敗
死、和田一族も滅亡し
ました。

鎌倉幕府では公文所の
設置や寺社の差配、幕
府の財政などの業務に
携わりました。政所が設
置されると、実務能力
を発揮して活躍していた
と考えられています。

頼朝挙兵以前は京都で
キャリアを積んでいまし
た。鎌倉に下向してか
らはそのキャリアを活か
し、文書作成などの実
務や寺社関係の職務に
携わりました。

武士として活躍する一
方で京都との縁もあり、
文筆に長けていました。
文書の保管を行う公文
所では、中原親能や二
階堂行政などと共に能
力を発揮しました。

12 歳で征夷大将軍に
就き、官位の昇進も早
く、武士として初めて右
大臣に任じられますが、
1219 年、鶴岡八幡宮
で頼家の子・公暁に暗
殺されました。

18歳で家督を相続し、
第二代将軍となりまし
た。後ろ盾である比企
氏が滅亡すると将軍職
を剥奪され、修禅寺に
幽閉された後に暗殺さ
れました。

三浦郡を本拠とした三
浦氏の一族で、石橋山
の合戦で安房国に敗走
した頼朝を助けました。
死後は息子の義村が北
条氏に協力しながら、勢
力を強めていきました。

頼朝の挙兵では、兄・
朝綱に先んじて頼朝の
もとに馳せ参じ、重用
されました。知家の嫡
男・知重は小田氏を名
のり、鎌倉時代を通じ
て繁栄しました。

北条義時の長男で、鎌
倉幕府第三代執権。鎌
倉幕府北条家の中興の
祖として、北条執権体
制の基礎を固めました。
将軍御所を大倉から宇
津宮辻子、さらに若宮
大路へ移したのも泰時
です。

ほうじょう よしとき

おおえ の ひろもと かじわら かげときなかはら の ちかよし ひき よしかず みなもと の よりともあだち もりなが ほうじょう ときまさ ほうじょう まさこ

わだ よしもり にかいどう ゆきまさみよし の やすのぶ あだち とおもと みなもと の さねとも

みなもと の よりいえ

みうら よしずみ はった ともいえ

ほうじょうやすとき

1163～1224 年

1148～1225 年 1140？～1200 年1143～1209 年 ？～1203 年 1147～1199 年1135～1200 年 1138～1215 年 1157～1225 年

1147～1213 年 生没年不詳1140 ～1221年 生没年不詳 1192～1219 年

1182～1204 年

1127～1200 年 1142～1218 年

1183～1242 年
北条 義時

初期の鎌倉幕府を支えた13人の御家人

歴史年表

「十三人の合議制」を
構成した重臣たち
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大江 広元 梶原 景時中原 親能 比企 能員 源 頼朝安達 盛長 北条 時政 北条 政子

和田 義盛 二階堂 行政三善 康信 足立 遠元 源 実朝

源 頼家

三浦 義澄 八田 知家

北条 泰時

1159年
平治の乱により
源義朝が謀殺さ
れる

1167年
平清盛が太政
大臣になる

1183年
寿永二年十
月宣旨が発
布される

1184年
源頼朝が幕
府に公文所・
問注所を開
設する

1190年
源頼朝が右
近衛大将と
なる

1204年
源頼家が伊豆
の修善寺で暗
殺される

1232年
北条泰時が
御成敗式目
を制定

1247年
北条時頼が
三浦一族を
滅ぼす（宝
治合戦）

1281年
元・高麗軍が日本
へ再び遠征する
も、大風により撤
退する（弘安の役）

1293年
平頼綱・資宗が誅
殺される（平禅門
の乱）

1331年
楠木正成が
挙兵する（元
弘の変）

1205年
畠山重忠が北条義時に討たれる（畠山重忠の乱）
北条時政が平賀朝雅の将軍擁立に失敗して伊豆
に隠遁し（牧氏事件）、朝雅は京都で誅殺される
北条義時が執権となる

1224年
北条義時が死去する
義時後室の伊賀氏らが、一条実雅の将軍
擁立を謀った嫌疑で失脚（伊賀氏の変）
北条泰時・時房が執権・連署となる

1199年
源頼朝が死去し、息子・頼家が
二代将軍を継ぐ
梶原景時が幕府から追放され、
翌年討たれる（梶原景時の変）

1185年
壇ノ浦の戦いで平家が
滅亡、源頼朝が諸国に守
護・地頭を設置し兵糧米
を徴収する

1160年
源頼朝が伊豆国へ
配流される

1192年
源頼朝が征
夷大将軍と
なる

1202年
源頼家が征
夷大将軍と
なる

1203年
比企能員が北条時政に謀殺
される（比企能員の変）
源実朝が三代将軍となる
北条時政が幕府の執権となる

1213年
和田義盛が
挙兵するも
敗死する（和
田合戦）

1219年
源実朝が源
頼家の遺児・
公曉に暗殺
される

1225年
北条政子が
死去する

1226年
九条頼経が
征夷大将軍
となる

1242年
北条泰時が
死去し、北
条経時が執
権となる

1274年
元・高麗軍
が日 本 へ
遠征（文永
の役）

1285年
安達泰盛
が謀殺され
る（霜月騒
動）

1324年
倒幕の陰謀が露
見し、日野資朝・
俊基が捕えられ
る（正中の変）

1333年
京都六波羅探題が足
利尊氏により壊滅、新
田義貞が鎌倉を攻略
し鎌倉幕府が滅亡

1221年
後鳥羽上皇が北条義時追討の宣
旨を諸国に下す（承久の乱）
鎌倉幕府軍が入洛し、六波羅に進
駐する（六波羅探題のはじまり）

1180年
以仁王が平氏討伐の令旨を諸国に発し、
源頼朝が伊豆国で挙兵する
石橋山合戦にて頼朝が敗れる
頼朝が鎌倉に入る

1189年
源頼朝が藤原泰衡を
追討するため奥州へ
出兵し、平泉藤原氏が
滅亡する（奥州合戦）

 初期の鎌倉幕府を支えた13人
 歴史年表
 鎌倉時代 歴史こぼれ話

鎌倉殿×13人の御家人たち歴旅 コラムを公開中！
「観光かながわNOW」では、鎌倉時代ゆかりの地を、かながわガイド協議会に加盟している
ガイドの目線で紹介する“歴旅コラム”を掲載しています。ぜひこちらもご覧ください！

詳しくはWEBサイトへ
神奈川観光情報サイト 観光かながわNOW
観光かながわNOW
「神奈川ベストチョイス」内でご紹介中！

https://www.kanagawa-kankou.or.jp/?p=we-page-list&category=25428

紹介している企業は、「いざ、神奈川！デジタルラリー
～鎌倉殿×13人の御家人たち「ゆかりの地」めぐり～」において、
賞品のご提供やチラシの配布等でご協力いただいております。

神奈川県住宅供給公社
〒231-8510
横浜市中区日本大通33番地

箱根小涌園ユネッサン
〒250-0407
足柄下郡箱根町二ノ平1297

10/21 リニューアルオープン

横浜みなとみらいホール
（公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

〒220-0012
横浜市西区みなとみらい2丁目3-6

相模鉄道株式会社
〒220-0004
横浜市西区北幸2-9-14

マホロバ・マインズ三浦
〒238-0101
三浦市南下浦町上宮田3231

小田原お堀端 万葉の湯
〒250-0011
小田原市栄町1丁目5-14

ミナカ小田原
〒250-0011
小田原市栄町1丁目1番15号

横浜ワールドポーターズ
〒231-0001
横浜市中区新港二丁目２番１号

鎌倉時代ゆかりの地をめぐり、集めたポイントでプレゼントに応募できる全3回
のデジタルラリーです。参加登録は「観光かながわNOW」内の専用サイトから！

・PC版は「観光かながわNOW」を検索
・スマートフォン版は右のQRコードから

かながわなう
※デジタルラリーの内容は予告なく変更される場合がありますので、ご了承ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の際は、中止する場合があります。
その他、参加に関する注意事項等は専用サイトをご覧ください。 ※QRコードはデンソーウェーブの登録商標です

［ 協賛企業一覧 ］

開催期間：2022年 8月5日（金）▲ 12月26日（月）

神奈川県内には、大河ドラマ「鎌倉殿
の13人」（NHK）に登場する人物や歴
史上の出来事にゆかりのある地がたく
さんあります。当時に思いをはせて巡っ
てみてはいかがでしょうか。

住：横須賀市衣笠町29番地
☎：046-822-8484　 　なし

E-4 　 衣笠城址
ゆかりの人物：三浦義明

三浦氏の祖とされる村
岡平太夫為通が1063年
頃築いたと伝えられる山
城です。山頂付近が本丸
跡と伝えられ、いわゆる
詰の場所としての状態を
とどめています。

18

P

住：茅ヶ崎市下町屋1-4-2
☎：0467-82-1111　 　なし

C-3 　 史跡・天然記念物 旧相模川橋脚
ゆかりの人物：源頼朝

国史跡・国天然記念物の
重複指定を受けている
文化財。橋落成供養の帰
途に頼朝は義経らの亡
霊に会って落馬し、その
後間もなく亡くなったと
の伝説が残っています。

87

P

住：足柄上郡中井町遠藤104
☎：0465-81-0398　 　あり・無料

B-3 　 五所八幡宮
ゆかりの人物：源頼朝

1157年創建との社伝
があります。鎌倉時代
には源頼朝の祈願所と
なり、1192年には妻・
政子の御産加持を命じ
たことが『吾妻鏡』に
記されています。

119

住：足柄上郡山北町都夫良野野背開戸
☎：0465-75-3649　 　なし

A-3 　 頼朝さくら
ゆかりの人物：源頼朝

江戸幕府に編纂された
『新編相模国風土記
稿』によると、古来より
この桜の付近は「桜
平」と呼ばれ、源頼朝
が植えたという伝承が
あるとされています。

125

P
住：南足柄市生駒53-1
☎：0465-73-8031　 　なし

B-3 　 足形社
ゆかりの人物：源頼朝

源頼朝の愛馬「磨墨（す
るすみ）」の誕生地で、
磨墨の足の形がついた
大きな石が祀られてい
ます。足形社のある地区
は、昔は炭焼所と呼ばれ
ていました。

132

P

住：横浜市金沢区朝比奈町
　なし

D-3 　 上総介塔
ゆかりの人物：上総介広常

上総介広常は、坂東随一
の大豪族的領主で２万の
兵を率いて鎌倉幕府の樹
立に大きく貢献しまし
た。この石塔は、昭和59
年に地元の有志により復
元されました。

33

P

住：足柄下郡箱根町元箱根
☎：0460-85-7601　 　なし

A-4 　 曽我兄弟の墓
ゆかりの人物：曽我兄弟、虎御前

精進池近くにある巨大な五輪塔です。3基の内2
基は曽我兄弟のもの、一段低い石塔は十郎の思
い人である虎御前の墓と伝えられています。

137

P

住：足柄下郡湯河原町 城山ハイキングコース内
☎：0465-63-2111　 　なし

B-4 　 兜石・立石
ゆかりの人物：源頼朝

兜石は石橋山の戦いで敗
れた頼朝が兜を脱いで置
いた石、その近くにある
立石は、頼朝が自らの天
下を占うために投げ、見
事に山の中腹に立ったと
伝えられています。

147

P

住：南足柄市矢倉沢
☎：0465-73-8031　 　なし

A-3 　 頼朝のひじ松
ゆかりの人物：源頼朝

源頼朝は大規模な軍事
演習のため富士を目指
す途中、足柄峠の麓で月
見のため家来に命じて
枝を曲げさせ、以来「頼
朝のひじ松」と呼ばれる
ことになりました。

129

P

住：横浜市旭区鶴ケ峰本町1丁目
☎：045-954-6095　 　なし

D-2 　 畠山重忠公碑
ゆかりの人物：畠山重忠

源頼朝の忠臣で、智・仁・勇
を兼ね備えた武将として名
声をはせた畠山重忠。頼朝
の死後、北条時政の罠によ
り討ち死にし、42歳の生涯
を閉じました。この碑は、
1955年6月、没後750年を記念して、横浜市旭区
鶴ヶ峰と埼玉県深谷市畠山（旧川本町）の有志に
より建立されました。

62

P

D-3 　 朝夷奈切通
ゆかりの人物：朝夷奈三郎義秀

鎌倉七切通しの一つで、国の指
定史跡になっています。和田義
盛の三男・朝夷奈三郎義秀が
一晩で切り開いたという伝説か
ら、この名がつけられました。
住：横浜市金沢区
　   朝比奈町字峠坂1
　なし

35

P

D-3 　 和田塚
ゆかりの人物：和田義盛

北条義時と和田義盛の武力衝突で、敗死した和
田一族を埋葬した墓と伝えられています。和田塚
に近い由比ガ浜一帯は、合戦の主戦場となった場
所です。
住：鎌倉市由比ガ浜2-19-1
☎：0467-23-3000　 　なし

49

P

C-3 　 岡崎義実公銅像（岡崎公民館敷地内）
ゆかりの人物：岡崎四郎義実

岡崎義実は石橋山合戦に参戦し嫡子を亡くすも、
終始頼朝とともに行動。公民館の背後にある岡
崎神社は義実時代の岡崎城の中心部と考えられ
ています。
住：平塚市岡崎3634
☎：0463-58-1286　 　なし

103

P

B-3 　 善栄寺
ゆかりの人物：巴御前、木曽義仲、和田義盛

1215年、巴御前が木曽義仲と和田義盛を弔うた
めに創建したと言われています。当初は律宗の寺
でしたが、1554年に北条氏康の夫人瑞渓院殿が
帰依して曹洞宗に改められました。
住：小田原市栢山８６８
☎：0465-36-0504　 　あり

131

P

C-3 　 寒川神社
ゆかりの人物：梶原景時

1182年8月11日、頼朝は政子の安産祈願のため
使者を遣わしました。その時寒川神社に向かった
のが梶原景時の次男・景高であり、無事誕生した
のが頼家です。
住：高座郡寒川町宮山3916
☎：0467-75-0004
　 約400台（第１駐車場から第４駐車場）

91

P

E-4 　 福寿寺
ゆかりの人物：三浦義村

三浦大介義明の孫にあたる三浦駿河守義村が開
基とされています。寺宝として、三浦義村が愛用
したと伝えられている鞍、鎧、脇差等が保存され
ています。
住：三浦市南下浦町金田2062
☎：046-827-6100　 　あり

8

P

B-4 　 源頼朝船出の浜(岩海岸)
ゆかりの人物：源頼朝

石橋山で敗れた頼朝は、岩海岸から房州へ船で
逃げ延びたと言われています。追手が迫った際に
村人が時間を稼ぎ、無事脱出できたという伝承が
あります。
住：足柄下郡真鶴町岩957-1
☎：0465-68-1131　 　なし

142

P

B-3 　 河村城跡
ゆかりの人物：河村一族

河村義秀の居館跡とされる河村城は、県内の山
城として初めて県指定史跡に指定されました。現
在は「河村城址歴史公園」として展望あずまやも
整備されています。
住：足柄上郡山北町山北
☎：0465-75-3649　 　あり

127

P

B-3 　 孫佛山 観音院
ゆかりの人物：源頼朝

鎌倉期には創建されていたと言われています。近
くに「頼朝はん」と呼ばれる墓石があり、そこに
あった頼朝座像が寺に安置されています。
住：秦野市三廻部653
☎：0463-88-2029　 　なし

123

P

P

C-3 　 三之宮比々多神社
ゆかりの人物：源頼朝

神武天皇6年創建と伝わる由緒ある神社。比々多
神社が鎮座する比々多地区には、北条政子が亡く
なった源頼朝の供養のため創建したとされる浄
業寺がありました。
住：伊勢原市三ノ宮1472
☎：0463-95-3237　 　あり（8:00～17:00）

111

P

C-3 　 六所神社
ゆかりの人物：源頼朝

相模国総社。源頼朝は、1180年に平維盛を迎え
撃つため六所神社を経て富士川に向かい、1192
年には、安産祈願に神馬を奉納しました。このと
き生まれたのが実朝です。
住：中郡大磯町国府本郷935
☎：0463-71-3737　 　あり

107

P

C-3 　 延台寺
ゆかりの人物：虎御前

曽我祐成の愛妾で舞の名手であった虎御前が開い
た寺院と言われています。寺院誕生のもととなり、
曽我兄弟の剣難を救ったと伝わる「虎御石」、虎女
供養塔、虎池弁財天の碑、虎御前祈願の龍神など
があります。
住：中郡大磯町大磯1054
☎：0463-61-0742　 　あり（4台・無料）

105

P

C-1 　 わだ坂・藤橋
ゆかりの人物：和田義盛

重臣13人のひとり和田義盛が食
べた弁当の箸が根付き大木と
なった和田榎の伝説や、藤で橋を
つくったとされる場所には、現在
も「藤橋」という橋があります。

98

住：相模原市中央区上溝1779先
　 ※石碑が設置されている私有地には入らないでください
☎：042-769-8236
　 なし（周辺施設の駐車場使用不可）P

C-3 　 伝七士の墓（箙の梅記念碑）
ゆかりの人物：梶原景季

梶原景季は景時の長男で、弓の達人であり和歌を
たしなむ風流人としても知られていました。この
碑は梶原公顕彰会が創立20周年を記念して建立
しました。
住：高座郡寒川町一之宮8-6
☎：0467-74-1111　 　なし

89

P

C-2 　 早川城跡（城山公園）
ゆかりの人物：渋谷重国

鎌倉時代の御家人・渋谷氏のゆかりの城という伝
承があります。早川城跡は県内でも遺存状態が良
好な数少ない中世の山城跡の一つで、県指定史
跡となっています。

83

住：綾瀬市早川3-4-964
☎：0467-70-5637　 　
 　あり（112台・無料）※利用時間は8：30～18：00P

D-2 　 浅間神社
ゆかりの人物：源義経

源義経が鎌倉入りを諦め京へ戻るとき、鎌倉へ入
れないことを嘆き、頼朝へ献上するために持参し
た財宝を境内に埋め歌を詠んで去ったと言われ
ています。
住：大和市下鶴間391
☎：046-275-2409　 　なし

80

P

D-3 　 白旗神社
ゆかりの人物：源義経

神社の創建は不明で、寒川比古命、源義経を主祭
神として祀っています。境内には2019年に源義
経・武蔵坊弁慶主従の銅像が落成しました。
住：藤沢市藤沢2-4-7
☎：0466-22-9210　 　あり（20台）

74

P

D-3 　 伝義経首洗い井戸
ゆかりの人物：源義経

奥州で自害したといわれる源義経の首が、実検
後、潮にのって境川を遡り漂着。村人がすくい上
げ、井戸で洗い清めたという伝説が残っています。
住：藤沢市藤沢2-1-10
☎：0466-50-3531　 　なし

73

P

D-3 　 御霊神社（梶原）
ゆかりの人物：梶原景時

梶原景時が鎌倉党の祖・鎌倉権五郎景政を祀る
ために創建したと伝えられています。梶原地域は、
鎌倉党の一流・梶原氏出自の地とされてます。
住：鎌倉市梶原1-12-27
 　なし

68

P

D-3 　 三療山医王院 薬王寺
ゆかりの人物：源範頼

伊豆修善寺にて、梶原景時に攻められ自刃した源
頼朝の弟・三河守源範頼の霊を弔うために建立さ
れた真言宗の寺です。江戸時代に改名し現在にい
たります。
住：横浜市金沢区寺前2-23-52
☎：045-701-8646　 　あり

27

P

※元樹は1881年の台風によって倒壊したと伝えられてお
り、現在の木はひこばえが成長したものです。

鎌倉殿×13人の御家人たちの「ゆかりの地」ミスター武士道おすすめ！
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浜松町駅

新橋駅

豊洲駅

新
木
場
駅

鶴巻温泉駅

東海大学前駅

いずみ野駅

小田急
永山駅

京王永山駅

横
須
賀
駅

横
須
賀
中
央
駅

東逗子駅

星川駅
二俣川駅

永福町駅

下高井戸駅

目黒駅

羽田空港第1・第2ターミナル駅

羽
田
空
港
第
3

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

天
空
橋
駅

恵比寿駅

京急蒲田駅

御
殿
場
線

御殿場線

東
海
道
本
線

東
海
道
新
幹
線

東海道本線

東海道
新幹線

中央本線

中央本線

富
士
急
行

リニア実験線

御殿場線

横
浜
線

相
模
線

相模線

東海
道新
幹線

東海道本線

江ノ島電鉄

湘南
モノ
レー
ル

小
田
急
小
田
原
線

小
田
急
江
ノ
島
線

相鉄本線

相
鉄
い
ず
み
野
線

小田急多摩線

横浜線

東海
道新
幹線

東海道
新幹線

横須賀
線

鶴見線

南武線

南武線

南
武
線

東
海
道
本
線・京
浜
東
北
線

小田急
小田原

線

京
急
本
線

山
手
線・

埼
京
線

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

ゆり
かも
め

小田急小田原線

箱根
登山
鉄道

伊豆箱根鉄道

大雄山線

小
田
急
小
田
原
線

東海道新幹線

小田
急

江ノ島
線

中央
本線
京王高尾線

多摩都市モノレール

京
王
相
模
原
線

西武
多摩川線

京王線

京王
井の頭線

横須賀線

横須賀線

横須賀線

京
急
本
線

内
房
線

京急
久里
浜線

京
急
逗子

線

京急本線

シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

根岸線

根
岸
線

東海道本線・横須賀線

東急
田園
都市
線

東急
田園都

市線

東
急
東
横
線

りん
かい
線

東急
池上
線

東急
目黒
線

京急大師線

東急多摩川線
京急空港線

京急本
線

みなとみらい線

横
浜
ベ
イ
ブ
リッ
ジ

東京湾アクアトンネル

東京ゲー
トブ
リッ
ジ

裾野IC

駒門PA

駒門PA

御殿場JCT

駒門SIC

駒門SIC

御殿場IC

新御殿場IC

足柄SA 足柄SIC

早川IC

小田原IC

酒匂IC

小田原西
IC

小田原東IC

荻窪IC

西湘PA
国府津IC

西湘PA

西湘二宮IC

小田原PA

二宮
IC

大磯PA
大磯IC

茅ヶ崎
海岸IC

茅ヶ崎西IC

逗子
IC逗葉新道

PA

朝比奈
IC

横須賀IC

横須賀PA

佐
原
IC

衣
笠
IC

浦賀IC

馬堀海岸IC

富津金谷IC

都留IC

谷村PA

初狩
PA

大月IC
大月JCT

鮎沢PA

鮎沢PA

談合坂SA
談合坂SA

談合坂SIC
上野原IC

大井松田IC

相模湖IC
藤野PA

中井PA

相模湖東IC

秦野中井IC

伊勢原大山IC

秦野丹沢
スマートIC

新秦野IC

高尾山IC

八王子JCT

八王子西IC

平塚IC
平塚PA

伊勢原IC

伊勢原
JCT

相模原IC

厚木南IC
海老名南JCT

厚木IC

綾瀬SIC

厚木西
IC

圏央厚木IC

厚木PASIC
厚木PA

相模原愛川IC

八王子IC
石川PA

茅ヶ崎中央IC
寒川南IC

茅ヶ崎
JCT

寒川北IC

海老名SA

海老名
IC

海老名
JCT

藤沢IC

国立
府中IC

横浜町田IC

上矢部IC

港北PA

横浜青葉IC

調布IC

稲城IC

別所IC

新保土ヶ谷IC

狩場IC

藤塚IC

羽沢IC

星川入口

峰岡出口

馬場出入口

大黒JCT

生麦JCT

金港JCT

石川町
JCT

本牧JCT

常盤台
出口

今井IC

川上IC

東名川崎IC

港南台IC

釜利谷JCT
金沢自然
公園IC

日野IC

保土ヶ谷IC

保土ヶ谷PA

港北IC
横浜港北JCT

都筑PA
都筑IC

玉川IC
大井JCT

東海JCT

昭和島
JCT

大師JCT

大橋JCT 一ノ橋JCT

辰巳JCT

浜崎橋JCT

芝浦JCT

有明
JCT 東雲

JCT

谷町JCT

京浜川崎IC

高井戸IC

堀口能見台IC
幸浦出入口

並木
IC

東京IC

川崎浮島JCT

西湘
バイ
パス

湘
南
道
路

圏
央
道

圏
央
道

中央
自動
車道

東
海
道

横
浜

横
須
賀
道
路

厚
木
街
道

第
三
京
浜

東京湾アクアライン

中央自動車道

中央自
動車道

中央
自動
車道

箱
根

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

箱根裏街道

新
東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

芦ノ湖スカイライン

熱
海
ビ
ー
チ

ラ
イ
ン

東
駿
河
湾
環
状
道
路

旧東海
道

東海
道

アネ
スト
岩田

ター
ンパ
イク
箱根

箱根
新道

真鶴道路
（真鶴ブルーライン）

小田
原厚
木道
路

東名
高速

道路

小
田
原
厚
木
道
路

東名高速道路

甲州
街道

横
浜
横
須
賀
道路

新東名高速道路

湯河原パークウェイ

東
名
高
速
道
路

小網代湾

小田和湾

長
浦
港

浦

賀

水

道

金田湾

東 京 湾

相 模 湾

黄
瀬
川

早川

酒匂川

花
水
川

相
模
川

境川

引地川

下山川

道
志
川

河
内
川

葛
野
川

桂
川

鶴
川

道志川

相模川

相模川

浅
川

境川 鶴見川

境
川

鶴
見
川

多摩川

中
川

中 津 川

多 摩川

水
無
川

玄
倉
川

桂川

秋山川

河内川

酒匂川

千歳川

渋
田
川

金
目
川

鈴川

柏
尾
川

鶴見川

芦ノ湖

山中湖 丹沢湖

宮ヶ瀬湖

津久井湖

相模湖

鞍掛山

金時山

矢倉岳

明神ヶ岳

三国山

高川山

御正体山

九鬼山

菰釣山

畦ヶ丸山

倉岳山

扇山

大野山

大室山

高松山

檜岳

鍋割山

塔ノ岳

蛭ヶ岳

丹沢山

焼山

生藤山

石老山

大山

景信山

高尾山

円海山

陣馬山
（陣場山）

長泉町

御殿場市

三島市

熱海市

裾野市

箱根町

湯河原町

南足柄市

真鶴町

大井町

小田原市

中井町
二宮町 大磯町

平塚市

藤沢市

鎌倉市

葉山町

富津市

鋸南町

君津市
逗子市

横須賀市

山中湖村

忍野村

大月市

小山町

都留市

道志村

山北町

開成町

上野原市

檜原村

松田町

秦野市

清川村

伊勢原市

愛川町

緑区

厚木市

相模原市
中央区

茅ヶ崎市

寒川町

座間市

南区

日野市八王子市

綾瀬市

町田市
麻生区

麻生区

稲城市

府中市国立市

戸塚区

旭区

緑区

青葉区

多摩区

栄区

都筑区

宮前区

調布市

三鷹市

狛江市

金沢区

南区

西区

神奈川区

港北区

高津区

中区
横浜市

中原区

世田谷区

杉並区

幸区

大田区

渋谷区

川崎区

品川区

港区

千代田区

川崎市

江東区

函南町

泉区

大和市

瀬谷区

多摩市

三浦市

港南区

磯子区

保土ケ谷区

鶴見区

目黒区

中央区

海老名市

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県
千葉県
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「ゆかりの地」や周辺のおすすめスポッ
トをデジタルマップで確認できます。 
スマートフォンでもご覧ください！

1

2

3

4

1

2

3

4

EDCBA

EDCBA

ゆかりの地
1 光念寺 D-4
2 大椿寺（椿の御所） D-4
3 本瑞寺（桜の御所） D-4
4 海南神社 D-4
5 見桃寺（桃の御所） D-4
6 油壺・新井城址 D-4
7 三浦義村の墓 E-4
8 福寿寺 E-4
9 神明白旗神社 D-4
10 和田義盛旧里碑 D-4
11 和田城址 D-4
12 満願寺 E-4
13 腹切りの松 E-4
14 薬王寺旧跡 E-4
15 清雲寺 E-4
16 満昌寺 E-4
17 浄楽寺 D-4
18 衣笠城址 E-4
19 森戸大明神 D-3
20 旗立山　 D-3
21 六代御前の墓伝説地　 D-3
22 三浦胤義遺孤碑 D-3
23 神武寺 D-3
24 龍華寺 D-3
25 琵琶島神社 D-3
26 瀬戸神社 D-3
27 三療山医王院 薬王寺 D-3
28 称名寺 D-3
29 海蔵山 太寧寺 D-3
30 富岡八幡宮 D-3
31 神奈川県立金沢文庫 D-3
32 東光禅寺 D-3
33 上総介塔 D-3
34 明王院 D-3
35 朝夷奈切通 D-3
36 国指定史跡・名越切通 D-3
37 妙本寺 D-3
38 宝戒寺（小町亭跡） D-3
39 大倉幕府跡 D-3

40 永福寺跡 D-3
41 史跡法華堂跡（源頼朝墓） D-3
42 史跡法華堂跡（北条義時墓） D-3
43 覚園寺 D-3
44 来迎寺（西御門） D-3
45 鶴岡八幡宮 D-3
46 建長寺 D-3
47 円覚寺 D-3
48 来迎寺（材木座） D-3
49 和田塚 D-3
50 御霊神社（坂ノ下） D-3
51 極楽寺 D-3
52 無量寿院跡 D-3
53 寿福寺 D-3
54 常楽寺 D-3
55 弘明寺 D-2
56 乗蓮寺 D-2
57 若宮八幡宮 D-2
58 重忠公慰烈碑 D-2
59 首洗い井戸・鎧の渡し D-2
60 矢畑・越し巻き D-2
61 さかさ矢竹 D-2
62 畠山重忠公碑 D-2
63 首塚 D-2
64 六ツ塚 D-2
65 駕籠塚 D-2
66 すずり石水跡 D-2
67 枡形城跡 D-1
68 御霊神社（梶原） D-3
69 満福寺 D-3
70 江の島 D-3
71 江島神社 D-3
72 江の島岩屋 D-3
73 伝義経首洗い井戸 D-3
74 白旗神社 D-3
75 三島神社 D-3
76 清源院 D-2
77 富士塚城址 D-3
78 長後天満宮 D-2
79 薬王院 D-2

80 浅間神社 D-2
81 宗賢院 C-3
82 大庭城跡 C-3
83 早川城跡（城山公園） C-2
84 神明大神宮 C-3
85 鶴嶺八幡宮 C-3
86 御霊神社 C-3
87 史跡・天然記念物 旧相模川橋脚 C-3
88 宝生寺 C-3
89 伝七士の墓（箙の梅記念碑） C-3
90 梶原景時館跡 C-3
91 寒川神社 C-3
92 田村館跡の碑 C-3
93 三島社 C-2
94 上浜田中世建築遺構群（上浜田遺跡）C-2
95 国分寺 C-2
96 龍峰寺 C-2
97 海老名氏霊堂 C-2
98 わだ坂・藤橋 C-1
99 鉄製舌長鐙（平塚市博物館） C-3
100 大庭景宗の墓（大庭塚） C-3
101 愛甲三郎館跡石碑 C-2
102 岡崎城址 C-3
103 岡崎義実公銅像（岡崎公民館敷地内）C-3
104 湘南平（泡垂山） C-3
105 延台寺 C-3
106 鴫立庵 C-3
107 六所神社 C-3
108 与一堂（天徳寺境内） C-3
109 鶴巻温泉 元湯陣屋 C-3
110 雨沼山 幡松院 西光寺 C-3
111 三之宮比々多神社 C-3
112 日向薬師 C-2
113 知足寺 B-3
114 土屋氏の館跡・土屋一族の墓 C-3
115 大山 B-2
116 大聖山 金剛寺 B-3
117 源実朝公御首塚 B-3
118 東田原中丸遺跡 B-3
119 五所八幡宮 B-3

120 伝曽我祐信宝篋印塔 B-3
121 城前寺 B-3
122 柳川山不動院 B-3
123 孫佛山 観音院 B-3
124 頼朝はん B-3
125 頼朝さくら A-3
126 室生神社の流鏑馬（室生神社） B-3
127 河村城跡 B-3
128 藤原範茂の墓（範茂史跡公園） B-3
129 頼朝のひじ松 A-3
130 曽我五郎の七ツ石 B-3
131 善栄寺 B-3
132 足形社 B-3
133 岩原八幡神社 B-3
134 長興山紹太寺 B-4
135 佐奈田霊社 B-4
136 石橋山古戦場 B-4
137 曽我兄弟の墓 A-4
138 元箱根石仏群 A-4
139 箱根神社 A-4
140 小道地蔵寺屋敷堂跡 B-4
141 自鑑水 B-4
142 源頼朝船出の浜（岩海岸） B-4
143 謡坂 B-4
144 鵐窟 B-4
145 頼朝の腰掛石（貴船神社） B-4
146 城願寺 B-4
147 兜石・立石 B-4
148 しとどの窟 B-4
149 五所神社 B-4

食べる
1 中華料理 牡丹 D-4
2 三崎「魚市場食堂」 D-4
3 レストランKANEDA E-4
4 横須賀海軍カレー本舗 E-3
5 TSUNAMI E-3
6 鎌倉　秋本 D-3
7 横濱アイス工房　戸塚店 D-3
8 馬車道十番館 D-2
9 シルスマリア　馬車道本店 D-2
10 玉泉亭　横浜ポルタ店 D-2
11 吉村家 D-2
12 オカリナキッチン C-2
13 とうふ処 小川家 B-2
14 石庄丹沢そば茶屋本舗 B-3
15 アサヒビール園　神奈川・足柄店 B-3
16 ういろう本店 B-4
17 小田原魚河岸でん B-4
18 漁師料理　主屋 B-4
体験
1 三富染物店 D-4
2 鎌倉彫資料館 D-3
3 シルク博物館 D-2
4 崎陽軒（工場見学） D-2
5 青木果樹園 D-2
6 湘南七宝焼　美介屋 C-3
7 荒井だるま屋 C-3
8 黄金井酒造 C-2
9 小田原宿なりわい交流館 B-4
10 大川木工所 B-4
11 湯河原惣湯Books and Retreat B-4
買う
1 うらりマルシェ D-4
2 MCハウス E-3
3 鎌倉紅屋　八幡宮前本店 D-3
4 豊島屋　本店 D-3
5 ありあけ本館ハーバーズムーン本店 D-2
6 かながわ屋 D-2
7 御菓子司　清月 E-2
8 おつけもの慶 E-2
9 旭の重忠豆腐 青木屋 D-2
10 手作りの和菓子 若草 D-2
11 四季美台 青木商店 D-2
12 佐々木園 D-2
13 熊澤酒造 C-3
14 OISO　CONNECT C-3
15 道の駅　清川 C-2
16 オギノパン　本社工場直売店 C-1
17 はだのじばさんず B-3
18 道の駅　山北 A-3
19 道の駅　足柄・金太郎のふるさと B-3
20 スワベ洋菓子店 B-3
21 鈴廣かまぼこの里 B-4
22 ミナカ小田原 B-4
23 露木木工所 B-4
24 漁港の駅 TOTOCO小田原 B-4
25 道の駅　箱根峠 A-4

134

瑞泉寺

杉本寺

鎌倉宮

報国寺

法性寺

八雲神社

小町大路

小
町
通
り

若
宮
大
路

海蔵寺

鎌倉市役所
鎌倉駅

和
田
塚
駅 江ノ

島電
鉄

横須賀線

鎌倉市

逗子市

滑
川

49

48

36

53

52

46

40

44

41

42

39

3438

43

37

45

6 3

4

2

鎌倉駅周辺

鎌倉市観光協会オリジナルキャラクター

※詳細はデジタルマップをご覧ください。

※詳細はデジタルマップをご覧ください。


